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森田達也，明智龍男 著

死を前にしたひとのこころを読み解く�
緩和ケア÷精神医学
兼本浩祐

　この本の著者の 1人，明智龍男先生のお話は直接
何度か聞かせていただき，同じ地域で働いていたこ
ともあって，そのお人柄も良く知っているつもりで
いたのだが，この本を通読して改めて思ったことが
ある。
　まずは，「変えられるものを変える勇気を，変え
られないものを受け容れる冷静さを，そして，変え
られるものと変えられないものを区別できる知恵
を」というニーバーの祈りのことである。以前，明
智先生からそのお話を聞いて感銘を受け，ニーバー
の本も購入したが，この言葉にどうして自分が惹か
れたのか，今回の本を読んで改めて感ずるところが
あった。この言葉は，精神科医が身体に関わろうと
する時に，常に突きつけられる困難を集約してい
る。死はもっとも端的に身体の問題であるのはいう
までもないが，たとえば評者が専門とするてんかん
も，時に抗いがたい身体の問題として現れる。死は
究極の変えることができない私たちの身体の宿命で
ある。てんかんは多くの場合は幸いなことに「変え
られる」が，しかし時には身体の論理が私たちを圧
倒し，その時点では人の力では抗うことができない
てんかんの発作も存在する。目の前にある苦しみ
が，変えることができるものなのか，それとも変え
られないものなのかを見誤ることは許されない。し
かし神ならぬ私たちはそれでも時として見誤るので
ある。だから，どうか間違いませんようにと祈らざ
るをえない。
　もし精神科医が心の病は脳に原因があると自分は
考えているのだから，自分は身体に関わっているの
だと思っているのだとしたら，それは錯覚である。
『緩和ケア÷精神医学』は，精神科医が身体に関わ
るということがどういうことなのかを終始穏やかで
控えめな口調ながらも，直面化させてくれる迫力が

ある。すべての精神科医が身体に関わることが必要
だとは思わないが，もしもニーバーの祈りを必要と
しない現場にいるのであれば，その精神科医は『緩
和ケア÷精神医学』で問題となっているような身体
には関わらない臨床を選んでいるのだということは
知っておいても良いように思う。
　本書を読んで改めて思ったもう 1つは，自分がも
し死を宣告されたときに，自分の傍らにいてもらっ
ても良いと思えるような精神科医は，どうして，明
智先生のように自らのことを無力で無価値だという
たたずまいになるのかということだった。本書のも
う 1人の著者である終末期に関わる身体科医の森田
先生が，「変えられるもの」は徹底して変えてくれ
るであろうという大きな信頼のもとでのことではあ
るとはもちろん思うのだが，しかし，究極の「変え
られないもの」の 1つである私たちの身体の死を目
の前にして，しかも私の身体はあなたの身体ではな
いのだから，決して死にゆく人の気持ちは分からな
いという孤独を前にして，この無力な私があなたに
何ができるのだろうか。死にゆく人に教える知恵な
ど精神科医が持ち合わせているはずはないからであ
る。だから「知」はそういう時に常に向こう側にあ
る。おそらくそれは，サイコオンコロジーの領域に
限らず，すべての精神科医がいくぶんなりかは共有
しなければならない姿勢なのではないか。本書は改
めてそう私たちに教えてくれている。少なくともす
べての精神科医が一読すべき本であることは間違い
ない。
 （愛知医大名誉教授）
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